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水産関係被害額の状況（推計による概算）

◉水 産 業 関 連 被 害 額 ６，８０４億円（ H2５.４月現在）

（水産加工関係被害を含む ８，７２８億円）

絡み合った養殖施設

陸に打ち上げられた漁船

被災した石巻魚市場

漁 港 施 設

漁 船 等

水 産 施 設

養 殖 施 設

水 産 物 等

漁 業 用 資 材

水 産 加 工 関 係
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・漁港施設，海岸保全施設等の損壊等［被害額：約4,386億円］

・20ｔ未満の漁船（12,005隻）の大破，滅失等［被害額：約1,022億円］

・20ｔ以上の漁船（18隻）の大破等［被害額：約107億円］

・ノリ，ワカメ，カキ，ホタテ，ホヤ，ギンザケ等の流失等

［被害額：約332億円］

・養殖施設の損壊，滅失［被害額：約282億円］

・共同利用施設，流通加工施設等の損壊等［被害額：約482億円］

・定置網，養殖用資機材（乾燥機等）の損壊，滅失［被害額：約193億円］

・水産加工場、冷凍冷蔵庫等の損壊，滅失［被害額：約1,924億円］



南防波堤（漁港）

北防波堤（港湾）

港 内

南防波堤（漁港）

港 内

漁港の復旧状況（令和３年３月末現在）

災害復旧工事発注状況

東日本大震災より県内にある１４２漁港全てが被災したことから，復旧工事を進めています。

◉着手状況（災害査定件数ベース）：県全体１００％
◉完 成 率 （災害査定件数ベース）：県全体９４％（県管理漁港９１％，市町管理漁港９６％）

女川漁港

荒浜漁港石巻漁港

気仙沼漁港

２



漁場の復旧状況（令和３年３月末現在）

ガレキの撤去状況

漁場の整備

・令和３年3月末までに，漁場に流入したガレキ約２８.７万ｍ３を撤去 （県庁舎高層棟（約２５万㎥）の約１.１倍程度）

・漁場のガレキは海上からは見えず，潮流等により移動することから，完全に撤去することは困難
・今後も漁業活動に支障を来さないよう，長期の取組が必要

・松島湾や石巻市万石浦では津波や地盤沈下等で多くの干潟が消失，流出
・国の「水産環境整備事業」により干潟の復旧整備を実施
・復旧した干潟のうち一部でアサリの漁獲が再開

３
漁獲されたアサリ

沈没船の回収

油タンクの回収

復旧した干潟でアサリを漁獲（万石浦）

最も早く復旧した万石浦の干潟では，宮城県漁協が平
成２８年に生息密度を把握するために試験採取を実施
し，殻長２ｃｍ以上のアサリが１m2当たり８５５個
採集され，順調にアサリが増殖していることが確認さ
れました。この結果を踏まえ，平成２９年から宮城県
漁協は震災後７年ぶりに漁獲を再開しました。

漁場のガレキ撤去状況 （ｍ３）

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 Ｈ30 R1 R2 計

専門業者による撤去 149,293 16,235 4,267 2,679 1,573 1,567 829 2,726 199 183 179,551

漁業者による撤去 84,228 9,298 7,322 2,171 860 563 932 542 514 617 107,047

合　計 233,521 25,533 11,589 4,850 2,433 2,130 1,761 3,268 713 800 286,598
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漁船漁業の復旧状況（令和３年３月末現在）

◉沖合・遠洋漁船は被災を免れた船が多く，遠洋
漁船は他港への水揚を軸に震災直後から，沖合
底びき網は平成２３年９月以降，操業を再開

◉令和３年２月から福島県沖での沖合底びき網の
操業を再開

沖 合 ・ 遠 洋 漁 業
123% （対22年）

131%
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64%

沿 岸 漁 業漁船の復旧状況

◉平成２３年６月以降，市場の再開に合わせ，イカ釣り，カゴ，刺網，小型底び
き網漁業などが再開

サバの水揚 石巻魚市場
（まき網漁業）

主な漁業の許可等の状況 単位：件

※震災前に稼働していた漁船を９,000隻と推定

復旧率
１００％

約8,８00隻

※復旧を希望する全ての
漁船の復旧が完了

漁業種類別水揚状況（県内９魚市場 暦年）

４

単位：ｔ



復旧状況【漁船漁業】

北限のシラス
水 揚

５

サンマの
水 揚

出港を待つ
捕鯨船

キチジの水揚

マグロの
水 揚

カツオの
輸 出

定置網の水揚イワシの水揚

近海まぐろ
延縄漁船



養殖業の復旧状況①（令和３年5月末現在）

◉養殖施設は，５万１千台が設置済みで復旧完了 ◉共同利用施設は，８５５件整備され復旧完了

カ キ 生産期：9月～翌5月

ノ リ 生産期：11月～翌5月

６

生産量（t） 生産額（百万円）

生産量（百万枚） 生産額（百万円）

4,186 

319

597

1,155 

1,596 
1,722 1,699 1,816 

1,676 

1,328 

1,587 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

震災前中庸

３ヵ年平均

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

38%
(対震災前比)

4,608 

368 

838 

1,171 

2,585 
2,457 

1,980 

2,401 2,394 2,378 

1,824 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

震災前中庸

３ヵ年平均

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

70%
(対震災前比)

4,959 

1,270 

2,605 

2,943 

3,415 

4,118 

5,211 

3,835 

3,785 

4,648 

3,484 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

震災前中庸

３ヵ年平均

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

670 

137

351 360 
386 

414 420 

361 

298

364 373

0

100

200

300

400

500

600

700

800

震災前中庸

３ヵ年平均

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

40%
(対震災前比)

70%
(対震災前比)



養殖業の復旧状況②（令和３年5月末現在）

ギ ン ザ ケ 生産期：3月～8月

ワ カ メ 生産期：12月～翌5月

７

生産量（t） 生産額（百万円）
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養殖業の復旧状況③（令和３年5月末現在）

ホ ヤ 生産期：1月～12月

ホ タ テ ガ イ 生産期：周年（4月～翌3月）

８

生産量（t） 生産額（百万円）
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復旧状況【養殖業】

ワカメ養殖

ノリ養殖

ギンザケ養殖

ホヤ養殖

生産量日本一の
ギンザケ

養殖用いけす

水揚げ作業

カキ養殖

９

ホタテ養殖 耳吊り作業



復旧状況【魚市場】

平成31年4月供用開始「気仙沼市魚市場」 平成27年9月「石巻魚市場」

平成28年6月「南三陸町魚市場」 平成29年10月「塩竈市魚市場」 平成29年5月「女川魚市場」

◉本県5つの主要魚市場すべての復旧が完了し，水産庁が定めた「漁港における衛生管理基準」の最高レベル
であるレベル3に対応可能な高度衛生管理型魚市場へと生まれ変わりました。

1０



原子力発電所事故による影響への対応

平成２４年４月１日以降の新基準値設定への対応について

検査体制と調査海域

放射性セシウム濃度100ベクレル/kgを超える水産物を市場に流通させず，安全・安心な本県水産物を消費者
に供給することが不可欠であることから，水産物の検査体制を強化するとともに，漁業団体，流通加工団体など
水産関係団体（23団体）が一堂に会する「宮城県水産物放射能対策連絡会議」を設立しました。
県内の各魚市場に放射性簡易検査機器を導入し，水揚げされた水産物の検査を実施しています。

１ 隣県の調査結果も踏まえ，調査を強化
２ 安全を見込んで，100ベクレル/ｋｇ未満の値でも出荷自粛・操業自粛の是非を検討

検査結果を踏まえた水揚自粛措置等

定
期
的
に
検
査
を
実
施

100ベクレル/kg

以上の値が検出
（１地点）

100ベクレル/kg

以上の値が検出
（数地点）

当該品目の水揚自粛要請（県）

原子力災害対策基本法に基
づき、出荷制限指示（国）

国の指示に基づき当該品目の
出荷自粛要請（県）

水

揚

げ

自

粛

100ベクレル/kg
に近い値が検出

宮城県水産物放射能対策連
絡会議から水揚自粛を要請

※ 著しく高い値が検出されると、国から摂取制限指示

宮城県では，本県沖合海面を７つの海域に区分し，本県
の主要水産物や，これまで50ベクレル／kgを超えたこと
のある水産物を中心に，年間約1,500検体をゲルマニウ
ム半導体検出器により検査しています。また，各魚市場
等において，セリ前に年間約15,000検体の検査を実施
しています。

検査結果は
県のホームページで公開

1１



Ｈ２４．６

【放射性物質検査状況】

連続個別非破壊式放射能検出器

簡易放射能検出器 ゲルマニウム半導体検出器

1２



出荷制限や自粛の状況（令和３年３月末現在）

放射性セシウム濃度100ベクレル/kgを超える水産物を市場に流通させないため，検査結果に基づき，出荷制
限や操業・水揚げ自粛を行っています。平成31年3月14日にクロダイの出荷制限指示が解除され，本県沖の海
面魚種における出荷制限指示は全て解除となりました。 令和3年3月末現在
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クロダイ
（2）
ヒラメ（1）
アイナメ
（1）

マダラ
（14）
イシガレ
イ（3）
ヤマメ
（1）
ウグイ
（1）

イワナ
（7）
スズキ
（5）
クロダイ
（3）
ヒラメ（3）
アユ（2）
マダラ
（1）
マコガレ
イ（1）
ウグイ
（1）

アユ（4）
イワナ
（3）
クロダイ
（1）
ヒラメ（1）

クロダイ
（4）
イワナ
（3）
スズキ
（1）

イワナ
（1）

クロダイ
（1）
イワナ
（10）

宮城県における水産物の調査結果
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販路回復に向けて（令和３年３月末現在）

県では，県民の皆さんに宮城県の美味しい水産物を知って，食べてもらうため，
毎月第３水曜日を「みやぎ水産の日」と定め，消費拡大を目指した様々な取組
を行っています。

オンライン商談会

さかなファンの育成

食材情報の発信

調理や試食を通じて県産水産
物の魅力をＰＲするため，旬
の食材を使用した料理教室を
開催しています。

その月の「みやぎ水産
の日」テーマ食材と簡
単レシピを掲載したチ
ラシなどを配布してい
ます。

配布の様子

県内の水産加工業者を対象
にオンラインを軸とした商
談会を開催しています。

九州地方等への県産ホヤの販路拡大

九州地方の量販店，流通業者等と連
携して，ホヤを中心とした県産水産
物・水産加工品販売を実施し，販路
開拓・拡大を図っています。

1４

展示会への出展

県外への販路開拓・拡大
を図るため，シーフード
ショー等の展示会に「宮
城県ブース」を設置して
出展しています。

魚食や水産物に興味を持っ
てもらうため，魚の耳石の
取り方を学ぶ講義・実習な
どを行っております。

料理教室の開催



２４．６

多くのご支援をありがとうございました。
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